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SPring-8 利用研究課題審査委員会を終えて　分科会主査報告 7
－長期利用分科会－

SPring-8 利用研究課題審査委員会　長期利用分科会主査
東京大学大学院　新領域創成科学研究科

雨宮　慶幸

　2013、2014年度の2年間、長期利用分科会の主
査を担当しました。本分科会での審査の概要を報告し
ます。
　長期利用課題は、他の分科会の審査項目に加えて、
以下の2つの項目が審査項目になっています。① 長期
の研究目標および研究計画が明確に定められているこ
と、② SPring-8を長期的かつ計画的に利用すること
によって、（a）科学技術分野での傑出した成果、（b）
新しい研究領域および研究手法の開拓、（c）産業基
盤技術の著しい向上、が期待できること。本分科会は、
外部委員7名と内部委員5名の委員からなり、書類審
査と面接審査の二段階で課題採否の審査を行ってい
ます。長期利用課題は、採択されれば最長3年間有
効であり、採択から1.5年に中間評価（面接）、3年後
に事後評価（面接）を行うことになっています。
　任期2年間で新規に採択した長期利用課題は以下
の通りです。

［2013B 期］
　Stephen Cramer 課題（BL09XU）
　大谷栄治 課題（BL10XU）
　Edward Solomon 課題（BL09XU）

［2014A 期］
　宮崎誠一 課題（BL47XU）

［2014B 期］
　文　石洙 課題（BL40XU）
　清水克哉 課題（BL10XU）
　Michael Zolensky 課題（BL37XU）

［2015A 期］
　藤田　誠 課題（BL38B1, BL41XU）
　高谷　光 課題（BL02B1, BL14B2, BL27SU, 

BL40XU）

　小野輝男 課題（BL25SU, BL39XU）
　濡木　理 課題（BL41XU）
　林　好一 課題（BL13XU, BL25SU, BL39XU）
　高橋嘉夫 課題（BL01B1, BL27SU, BL37XU）
　脇原　徹 課題（BL04B2）

　私が主査を務めたこの2年間で、過去に比べて長
期利用課題の申請数が多かったこともあり、結果と
して、採択された長期利用課題数が増加しました。
採択されたいずれの課題も、SPring-8の特徴を生か
した挑戦的な課題であり、所期の成果が得られれば
SPring-8の有用性をアピールできる課題です。今後
の成果を大いに期待しています。ただ、採択された
長期利用課題数が増加したことにより、一般課題の
シフト枠が減少するという議論が SPring-8利用研
究課題審査委員会（PRC）であり、SPring-8選定委
員会（2015年2月6日開催）で、来期（2015B 期）
以降、長期利用課題の運用が変更されることになり
ました。変更点は以下です。
・有効期間 ： 3年（6期）→ 2年（4期）
・中間評価は行わない。
・シフト数の上限 ： 1BL の16％ × 利用 BL 数 

 → 全部で1BL の16％
・公募頻度 ： 各期 → 各 A 期

　その結果、今後は、長期利用課題1課題あたりの
有効期間とシフト数が減少することになります。こ
のことは、一般課題に対するシフト数を確保する上
でやむを得ないと思いますが、長期利用課題の趣旨
とその重要性は変わらないと理解しています。長期
利用課題の趣旨と特徴を生かした課題の申請がさら
に活発になることを期待しています。
　この2年間、上記の採択課題における面接審査の
みならず、すでに採択された課題の中間評価、事後
評価における面接審査で真摯な議論をしていただい
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た本分科会の各委員に感謝致します。また、面接審
査と書類審査がスムーズに進むように万全の事前準
備をしていただいた JASRI スタッフに感謝致しま
す。
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